
社会科　第２学年　　本時の指導計画例
	単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「　関東地方　」
	東京大都市圏周辺の農業地域や山間部は，人口の多い東京大都市圏とどのように結び付いているのか自分の考えを持つ。
	　（　６　/　７　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　教科書の資料１，資料４，資料６，資料７を見て，その場所を資料５の中から探す。（片品村の場所は，地図帳で探す）
２　農業地域では，どのような農産物が作られているかを，資料３から読み取る。
	・市街地から離れていることを確認し，関東地方の広がりを意識させる。
	
	②写真資料と地図帳を活用して，地域を捉えさせる。また，地図アプリを活用して，場所を捉えさせてもよい。


	展
開
	３　鮮度が求められる農産物の生産と交通網の関係を考える。
　　
　　
４　山間部と東京大都市圏がどのように結び付いているのか考える。

　　
	・近郊農業の特徴を交通網の発達の点から気付かせる。教科書P.245資料７より高速道路網を確認させる。
・中国地方の学習での交通網の発達と過疎についての既習事項を基に考えさせる。（教科書P.192，P.198）


	【思】交通網の資料と既習事項を基に，近郊農業の特色と過疎問題の２点について考えている。〔ノート〕



	②複数の資料から読み取り，関係性に気付かせる。

③４人程度のグループで意見交換をさせ，自分の考えをさらに深めさせる。

	ま
と
め
	５　農業地域や山間部と東京大都市圏の結び付きを「交通網」という語句を用いて説明する。


	・大都市圏の過密による都市問題との比較をさせる。
・今後の展開として，観光スポットとしてだけではなく，居住地としての山間部の可能性を考えさせることもできる。
	　
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

